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１位 大開小学校 岡屋小学校 宇治小学校

２位 木幡小学校  南小倉小学校 岡屋小学校

３位 伊勢田小学校 御蔵山小学校 木幡小学校

４位 南部小学校 北小倉小学校 北小倉小学校

５位 神明小学校 大久保小学校 菟道第二小学校

６位 菟道第二小学校 木幡小学校 御蔵山小学校

～探究的な学びの具現化に向けて～～探究的な学びの具現化に向けて～
いよいよ「宇治学」副読本が勢揃い！

宇治市小学生駅伝大会「若い世代の政治参加」  髙橋　悠希　（南宇治中学校）
「文化の継承」 五井　香奈絵（東宇治中学校）
「日本人が英語を話せない理由」 藤野　雄夏　（黄檗中学校）
「運動不足について」  増田　彩乃　（槇島中学校）

講師登録は随時受け付けています。迷っている方も、まずは
ご連絡ください。

　11月10日に第28回「宇治市小学生駅伝大会」が京都府立山城総合運動公園で開催され、
64チーム、400名あまりの児童が参加しました。選手たちは、たすきをつなげるため、日頃の
練習の成果を発揮し、精一杯走りました。入賞チームの学校は以下のとおりです。
　また、12月1日に開催された第12回「やましろ未来っ子小学校EKIDEN」には、宇治市から
７校（大開小・木幡小・伊勢田小・南部小・神明小・菟道第二小・西大久保小）が出場しました。

入選

男女混合の部 男子の部 女子の部

走った！ 宇治市小学生駅伝大会走った！走った！

つないだ！
走った！

つないだ！

フルタイムでなくて
も大丈夫かしら？

先生の仕事に興味が
あるんだけど…

小論文グランプリ入賞者平成30年度 

　本市では、平成27年度より「宇治学」副読本作成に着手し、平成28年度に小学校3・6年生版、平成29年度に
小学校4年生・中学校1年生（7年生）版を発行しました。今年度末には、いよいよ小学校5年生・中学校2・3年生
（8・9年生）版が間もなく完成します。 ※本市では、「総合的な学習の時間」を「宇治学」と呼んでいます。

京都府教育員会主催

宇治市立幼稚園、小・中学校の
講師登録者募集中！

【お問い合わせ先】宇治市教育委員会　教育総務課　教職員係
【直通電話】0774-20-8755

「宇治で学ぶ、宇治を学ぶ、
　　　　宇治のために学ぶ」
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京都府学力診断テストは、京都府内の中学校２年生を対象に、国語、数学、英語における生徒の学習状況についての的確
な把握と学校における指導方法の工夫改善に役立てるため実施しています。
【出題範囲】中学校第１学年から第２学年９月末までの国語、数学、英語の学習内容〈西宇治中学校ブロックの視察より〉

 チーフコーディネーターが率先してコーディネーター間の連携を
密にする努力をされていると感じました。公開授業の指導案を受け
取りましたが、綿密に立案されており、ご苦労の一端を垣間見まし
た。また、いずれの指導案の中にも、小中一貫教育の視点という項
目が設定されていることに、常に小中のつながりを意識して授業を
してくださっていることを確認できたことは良かったと思います。                                        
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域関係団体代表委員）

京都府学力診断テスト 結果概要
実 施 日：平成30年10月23日
対　　象：宇治市立全中学校 第2学年生徒
調査教科：国語、数学、英語

研究校の研究発表を紹介します！
京都府小学校教育研究会

  家庭科教育研究大会【槇島小学校】
　「豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育」Happy Life ～学
んで 生かして つながって～ を研究主題とし、11月20日に家庭科教育研
究大会が槇島小学校にて開催されました。
　生活・家庭・総合的な学習の時間で14の公開授業が行われ、多くの
先生方が参観される中、生き生きと学習する児童の姿が見られまし
た。全体会の前には、華やかなマーチングバンドの演奏で参加者を歓
迎しました。

　10月11・12日の2日間にわたり、第67回全国へき地教育研究大会京都大会、第33回近畿
へき地教育研究大会、第8回京都府へき地・小規模校教育研究大会が、京都府各地で開催され
ました。北は京丹後市から南は宇治市まで、9校で研究授業が公開されました。
　「歴史と伝統の京都から 人とつながり 挑戦し続け 未来を切
り拓く子どもを育もう」を大会スローガンとし、情緒溢れる
京都に全国各地から約900名の先生方が参加されました。２
日目に公開授業を行った笠取小学校では、100名を越える先
生方が、探究的な見方・考え方を働かせ、楽しく学習する児
童の様子を参観されました。

第67回  全国へき地研究大会京都大会
第33回  近畿へき地教育研究大会
第 8 回  京都府へき地・小規模校教育研究大会【笠取小学校】

京都府山城教育局指定

学力向上システム開発校 研究発表会【北宇治中学校】
　「質の高い学力への向上、主体的・協働的に学ぶ生徒の育成～わかる
楽しさ、伝え・できる喜びを学習意欲につなぐ～」を研究主題とし、12月7
日に学力向上システム開発校の研究発表会が、北宇治中学校にて開催さ
れました。
　2年生の全クラスでそれぞれ国語、社会、数学、英語、道徳の公開授業
が行われ、府内から大勢の先生が参観されました。その後体育館で行わ
れた全体会では、オープニングセレモニーとして、3年生が美しい学年合
唱で集まった先生方を出迎えました。
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　各教科とも、全体平均正答率において府を下回る結果です。国語では、熟語の構成などの
「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」領域、数学では、指数計算や文字を用いて
整数を表す方法などの「数と式」領域、英語では、時制や数に着目して適切な形で表現する
などの「書くこと」領域で、特に課題が見られます。また、小学校４年時及び中学校１年時に
実施した府学力診断テストとの経年比較によると、国語は、府との平均正答率の差が若干
縮まっており、改善傾向が見られますが、数学は、差が広がっています。
　今後とも、基礎的・基本的な学習内容の定着を図るため、授業改善をはじめとする、義務
教育９年間を見通した指導の充実を図ることが大切です。

中学校２年生（平成30年度）の小学校４年生時（平成26年度）及び
中学校１年生時（平成29年度）との平均正答率経年比較

全体平均正答率（％）

中学校２年生

国　語 65.5  69.3  －3.8 
算　数 55.4  60.5  －5.1 
英　語 59.5  63.2  －3.7 

宇治市 京都府

国語 数学

数学国語

英語

平成26年度 平成29年度 平成30年度 平成26年度 平成29年度 平成30年度

差

※府の平均正答率を１００とした市の平均正答率の割合

※府の平均正答率を１００とした市の平均正答率の割合

６年生(家庭)の授業

１・２年生の生活科

体育館での研究発表の様子児童による祭り太鼓

2年生(生活)の授業2年生(英語)の授業2年生(数学)の授業
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。

　非行に及んだ子どもたちの鑑別をとおして、虐待
やいじめ、発達障害など、子どもをめぐる様々な問
題に取り組まれています。とりわけ思春期の問題行
動に関わる他、不登校やひきこもりの臨床にも長年
携わり、子どもと親への支援を続けておられます。
　京都府いじめ防止対策委員会委員、宇治市学校
支援チーム委員等多数歴任
　京都市在住５児の母

精神科医
京都少年鑑別所 勤務

定本 ゆきこ氏
執筆者

プロフィール

落
ち
着
き
の
な
い
子
に

命
を
救
わ
れ
た
話

第9回

宇治市小中一貫教育推進協議会委員による視察から宇治市小中一貫教育推進協議会委員による視察から
　小中一貫教育推進協議会は、本市の小中一貫教育の取組の進行管理を目的に学識経験者、小・中学校保護者代表、
地域関係団体代表、小・中学校関係者代表で構成しています。今年度は、ブロックによる合同研修および授業の様子
を視察しました。

〈西宇治中学校ブロックの視察より〉
 チーフコーディネーターが率先してコーディネーター間の連携を
密にする努力をされていると感じました。公開授業の指導案を受け
取りましたが、綿密に立案されており、ご苦労の一端を垣間見まし
た。また、いずれの指導案の中にも、小中一貫教育の視点という項
目が設定されていることに、常に小中のつながりを意識して授業を
してくださっていることを確認できたことは良かったと思います。                                        
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域関係団体代表委員）

〈宇治黄檗学園の視察より〉
　学園会選挙では、中学生だけでなく、小学校５・６年生も参加し
ており、中学生が主体となって行う選挙でした。小学生が参加でき
るのは、とても良い刺激になると思いました。（保護者代表委員）

〈南宇治中学校ブロックの視察より〉
　帰国外国人児童生徒理解学習において、小学生への中学生によ
る中国武術の指導を参観しました。そこでは、「今しかできない
ことをしている」と自らの活動に自信を持って小学生に話してい
る中学生の姿がありました。この地域の特徴を生かし、継続して
取り組まれていることが、この中学生の言葉から十分伝わりまし
た。素晴らしい取組だと感じました。　　　（学校関係者代表委員）

ラーニングコーディネーターから取り組みの説明を聞く委員
（西小倉中学校ブロック）

小小連携による小中一貫教育推進委員会
（南宇治中学校ブロック）



 神明小学校は、全校児童56１名、20学級の中規模校です。
「自ら学び、共に学び合う子」、「違いを認め合い、助け合う子」、「ねばりづよく、やりぬく子」をめざ
す児童像に掲げ、教育活動を行っています。
本校の自慢は、校歌を三部で合唱することです。入学式や卒業式では、出席された来賓や地域

の皆様から、「きれいな歌声ですね」とお褒めの言葉をいただいています。年４回行っている「ドレミ
の会」では、校歌のパート練習や各学年の美しい歌声、迫力のある合奏を発表しています。
小中一貫教育では、小学生と中学生が交流したり、教職員が合同で授業研究を行ったりすること

で、義務教育9年間の学びを推進しています。
図書ボランティアや「見守りたい」をはじめとする、地域の皆様に大きな支えとなっていただいて

いるのも自慢の1つです。これからも地域の学校として、保護者や地域の皆様と連携しながら共に
歩んでいきたいと考えています。

神明小学校神明小学校
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木幡中学校は、今年で開校45年目の中学校です。全校生徒数は、867名（26学級）と、京都府内
でも非常に大きな規模の中学校です。「自主・自律、教養と体力、生命・人権の尊重」を学校教育目標
とし、日々の教育活動に取り組んでいます。
本校の修学旅行は、３年生が、初夏の長野県で様々な文化・スポーツなどを取り入れ、体験型で

実施しています。生徒会活動は、体育大会や文化祭などの各行事を生徒の手で企画・運営し、積極
的に活動しています。部活動も盛んで、毎年たくさんの部が優秀な成績を残しています。
また、「おもろいやんか木幡」をはじめとする地域の行事や取組、育友会活動も活発で、保護者や
地域の方々に見守っていただいています。
 これからも、学校・家庭・地域がしっかりつながり、木幡中学校区一丸となって、より良い学校を目

指していきます。

木幡中学校木幡中学校
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ひとりで なやんでいませんか？
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または
月曜日～金曜日9：00～17：00（祝日・年末年始除く）

月曜日～金曜日9：00～17：00（祝日・年末年始除く）

☎0774-21-1890

☎0774-24-0800

1879

宇治青少年こころの電話

宇治市 教育支援センター
「相談室」

『宇治市の教育だより』は、宇治市ホームページ
(http://www.city.uji.kyoto.jp)から閲覧することができます。

第７９号からは、トップ画面「組織紹介」をクリックし、
【教育支援センター】一貫教育課の「リーフレット」内にあります。

※第７８号までは、トップ画面「ライフ
イベントの入園・入学」をクリックし、
「市立小・中学校へのページ」内に
あります。

学校行事・児童会行事

小中一貫教育

地域の皆様と共に

修学旅行生徒総会

文化祭体育大会

おもろいやんか木幡

ドレミの会（音楽集会）ドレミの会（音楽集会） 一年生を迎える会一年生を迎える会

小中合同あいさつ運動小中合同あいさつ運動 宇治学（お茶の学習）宇治学（お茶の学習）

クリスマスお話会クリスマスお話会 「こども１１０番のいえ」スタンプラリー「こども１１０番のいえ」スタンプラリー

部活動


